




「八王子つばめ塾公式イラスト」に込めた思い 
 
 
太陽： 
平等に注がれる光のように、「教育は平等に受けられる社会であるべき」という思い。 
 
大樹： 
「大きく成長する生徒の可能性」 
 
つばめとつばめの巣： 
「八王子つばめ塾そのものと、目指す理念」 
 
青空教室： 
立派な建物・施設の中に教育が存在するのではなく、「どんな所でも、学ぶ意志がある 
ところに教育は存在する」という思い。 

 
円卓（切り株）： 
「学ぶ力に優劣はなく、生徒自身が教育を受ける能力を等しく持っている」という思い。 
 
講師： 
「無償で生徒を導いているという誇りと、寄り添って学習を支援する優しさ」 
 
 

事務局長 小宮位之 



 

 

「卒業文集 2019 年度版 発刊にあたって」 
 
八王子つばめ塾は設立して 7年半を迎え、2019 年度は 42 名の中学校卒業生と 10 名の

高校卒業生を送り出すことができました。これもひとえに、ボランティア講師のみなさ
ま、全国の寄付者、支援者のみなさまのおかげと深く感謝申し上げます。 
今、公教育以外のウエートが大きくなりつつあり、経済的に苦しい家庭のお子さんは教

育を受けるのが難しい時代になってきました。そして今回の新型コロナウイルスの影響も
大きい状態で、子どもが教育を受けられないのは社会の損失であり、なんとしても防ぐべ
きです。少子化の時代にあって、子どもを必死に育ててくれているひとり親家庭がますま
す貧困になったり、子どもが多い共働き家庭が教育費に苦しんだりするのは、社会の構造
上の大きな矛盾と言えます。ここを何とかしたいと思って、つばめ塾は 2012 年 9 月に講
師が私 1人、生徒 1人から始まったのです。 
 
 現在、お米プロジェクトを通して「お米・パスタ」を希望者にプレゼントしています。
さらに、5種類の奨学金制度も運用が安定してきています。これは「経済的に少しでも安
定することが学習意欲の向上に寄与する」という思いから実施していることで、私自身の
幼少期の経験に基づいています。さらに、昨年から、つばめ塾の卒業生が数名、ボランテ
ィア講師として帰って来てくれています。これは「つばめ」と命名した理念の実現であ
り、本当にうれしいことです。 
 
つばめ塾への支援は 4つの形があると思っています。 

1、勉強ができる人は、子どもたちに教えてほしい。 
2、場所を提供できる方は、勉強場所を提供してほしい。 
3、お金を持っている方は、寄付をしてほしい。 
4、事務能力のある方はその労務を提供してほしい。 
 
 おかげさまで昨年 11 月には認定 NPO 法人になることができました。現金・クレジット
カードでのご寄付をいただいた場合、寄付金控除を受けることができます。 
 
 地域の大人が、どれかを選んで子どもたちへの支援をしてくだされば、より良い世の中
ができると信じて行動して参りました。そして現在、つばめ塾を参考にして多くの無料塾
が誕生しました。また、八王子以外にも、神奈川県相模原市には「淵野辺つばめ塾」、大
阪府豊中市には「豊中つばめ塾」、町田市には「鶴川つばめ塾」、文京区には「東京つば
め塾」が発足し、姉妹団体として運営されております。 
 

 今後ともみなさまのあたたかいご支援、ご協力を仰ぐ次第で
す。これからもつばめ塾が、子どもたちの夢を応援する機関であ
り続けられるよう、応援をよろしくお願いします。 
 卒業生のみなさんには、充実した学生生活を送り、この社会の
中で「厳しい思いをして暮らしている人の味方」になれる人材に
成長することを期待しております。 
 

2020 年 6 月吉日 
認定 NPO 法人八王子つばめ塾 理事長兼事務局長 小宮位之 









































































講師からのメッセージ 
ボランティア講師のみなさんからのお祝いメッセージです。 
今年は 22人の先生から頂きました。ぜひ読んでください!! 

生田健吾先生（駅前教室） 

受験お疲れさまでした。高校受験でいろいろ疲れたけども受験前と比べて変化した自分に気づき

ましたか？ 中学校までは義務教育なので周りの人と同じ事をしていました。周りと同じだと安

心感ありましたよね？ この春に義務教育は終わりました。これからは自分の「選択」により、

やる事やらない事が決まっていきます。周りと自分がやっている事が違う状況になります。周り

と違うのは不安を感じると思います。それでも、自分の「選択」により変化していく自分を楽し

んでください。この変化を人は「成長」と呼びます。みなさんの成長が関わってきた先生たちに

とってなによりうれしいです。ご卒業おめでとうございます！ 

 

 

石川翔大先生（駅前教室） 

生徒のみなさん、ご卒業・ご入学おめでとうございます。 

今年度は新型コロナウイルスの影響で例年とは異なったスタートとなりましたが、この春からみ

なさんは、それぞれの高校でさまざまな人と出会ったり、たくさんのことを学んだりする素晴ら

しい 3 年間をお過ごしになると思います。健康に気を付けつつも、全力で遊び、学び、そして楽

しんでください。 

今回の騒動も休みが増えたとか、自分の新しい趣味を見つけるいい機会だとか考えて過ごせば案

外良いものです。 

これからもみなさんを陰ながら応援しています。 

 

 

 

 

 

 



大橋多寿子先生（南大沢教室） 

ご卒業おめでとうございます。みんな本当によく頑張りましたね。自分では気がついていなかっ

たかも知れませんがそれぞれキラッと光るところを持っていて、先生はそんなすてきなみんなに

会えてつばめ塾っていいなと思っていました。今は自分で見えない良いところ、受験の時の頑張

りにも表れていましたが高校でも頑張り磨き続けてくださいね。そうすればいつかそれが自分の

力になっていたと分かる日が来ると思います。大人に近づくことは苦しい事も増える事です。で

も、だから、それが前を向いて生きる力の元になると先生は思います。 

おめでとう、先生はみんなに出会えてよかった！ 

 

 

河合佐保子先生（高校生担当） 

卒業おめでとうございます！ 

一年前は「受験」という言葉を聞くだけで不安でいっぱいだったと思います。今はどうでしょう

か。やりきった！という達成感があるのでは?! 

今後も、不安に思うことがあっても、一歩踏み出せば、周りにはいっぱい協力してくれる人が出

てきます。困難なときは、つばめ塾で協力してくれた講師たちを思い出してください。なんだか

一歩踏み出す勇気が湧いてくるかも?! これからもみなさんのことを応援してます！ 

 

 

私市英士先生（駅前教室） 

皆さん卒塾及び高校進学おめでとうございます。 

今年はコロナの影響でみなさんとお祝いの会で会えず残念でした。 

つばめ塾で勉強した年月はみなさんにとって思い出深いものになったでしょうか。楽しい思い

出・辛い思い出たくさんあったと思いますが、これから先もいろいろな事が待っています。その

先の夢の実現のためそれらの困難を乗り切る力をもっと身に着けてください。 

高校生活は人生の中で一番楽しく苦しい時かもしれませんが、素晴らしい夢を見つける時かもし

れません、悔いの無い時間を過ごしてください。 

将来のみなさんの活躍を祈っています。 



後藤和則先生（駅前教室） 

つばめ塾卒業生のみなさん、ご卒業・ご進学おめでとうございます。 

みなさんは、初めての入試という壁に立ち向かい、本当によく頑張ってきました。私自身も、み

なさんとの出会いが初めての 1 年目ということで、みなさんの決めた希望の進路での結果に、一

喜一憂しながらのひやひやドキドキの受験時期を一緒に過ごしていました。 

一息つきましたら、高校・大学生活と続く時間の中で、これからの自分発見に向けて、さらにい

ろいろな事に興味を見つけ出し躊躇せずにまずは飛び込んでいってください。そんな挑戦の中

で、本当に、自分は「これが好きというもの」を見つけ出してもらえることを願っています。 

 

 

小峰浩義先生（高校生担当） 

卒業生のみなさん。大学入学おめでとうございます。 

皆さん方を見ていて、大学生になりたての頃を思い出しました。すぐに金髪にしたこと。いろい

ろなサークルの新入生歓迎コンパに参加し過ぎ、中途半端な知り合いがたくさんできてしまった

こと。いろいろな失敗がありました。現在は、そんな気楽な世の中でもなく、大変な状況で大学

生としてのスタートを切らねばならない皆さん方が気の毒ではありますが、自分自身を磨くため

の大切な四年間を充実したものにできることを祈っております。若さゆえの過ちも悩みも、たく

さんあると思いますが、大体は時間が解決してくれますから自分の信じた道を進んでください。 

 

子安岳暁先生（駅前教室） 

卒業おめでとうございます。 

実はこの文章、締め切り直前に書いています。というのも、私が宿題をギリギリにやるタイプと

いうだけでなく、新型コロナの影響で残念な思いをした学生さんが多いなか、どういったメッセ

ージを伝えるべきか迷っているからです。 

でも、まぁ、一応は先生という立場なので、それっぽい言葉を贈ろうと思います。 

中世ヨーロッパ、三十年戦争やペストによって混迷したバロック時代にあって、人々の支えにな

った言葉“Carpe diem（一日の花を摘め）”。 

無為な時間を過ごすことなく、どうか一日々々を大切にしてください。 



酒井宏和先生（駅前教室） 

みなさんご卒業おめでとうございます！ 

高校生でいる時間は本当に尊いので全力で楽しんでください！ 

…よく聞く挨拶でスミマセン。ただ、大人として 1 つアドバイスです。 

「繰り返し耳にする事は『本当に大事な事』」なのです。音楽のサビでも同じ言葉を繰り返しま

す。それは本当に伝えたい大事なメッセージだからです。 

大人の言うことを全部聞き入れろとは言いませんが、「何回も聞くなぁ」と思うことは割と真理

なので、くだらなく聞こえても自分の中で一度吟味してみるくらいの大人力は、これを機に身に

つけてみてください。 

ではそれを踏まえて最後に改めて。 

高校生活全力で楽しんでネ！グッドラック！ 

 

 

佐藤慧美先生（駅前教室） 

みなさん。 

受験お疲れさまでした。そして合格おめでとうございます。 

私がみなさんに言えることでただひとつ間違えがないのは、みなさんはそこら辺の受験をかいく

ぐってきた同い年とは訳が違うということです。決して有名塾で恵まれて勉強をした訳ではあり

ません。でもみなさんはそんな全てを与えられた人に勝って高校へと進学します。これはひとつ

みなさんがずっとほこれる出来事です。 

高校 3 年間はあっという間に過ぎまたすぐに受験や就職の準備が始まります。しっかり遊ぶこと

も大切ですが遊びすぎには注意しましょう。今のみなさんは今までで 1 番頭がいいです。 

ぜひその頭を退化させることなく日々勉強に励んでください。 

 

 

 

 

 



杉田一郎先生（元横山教室） 

卒業生のみなさん、つばめ塾では、よく頑張ってきましたね。自分がどれだけ頑張ったかを知っ

ているのは自分自身です。つばめ塾で頑張った自分自身を褒めていいですよ。 

これからみなさんは、高校生、大学生、社会人になりますが、一番の競争相手は、自分自身だと

いうこと。昨日の自分より今日の自分をより成長させる（無理はしなくても努力する）力はみな

さん自身が持っていることを知ってほしいと思います。お祝いとして、私の思っている言葉を紹

介します。｢良き出会いを大切に｣、｢感謝、感動の心を持つ｣、（どうしようもないとき）｢何とか

なるよ｣ 

卒業、おめでとうございます。      

 

 

砂原里美先生（駅前教室） 

高校生になりたてほやほやのみなさんに伝えたいのは、いま夢や目標がなくても心配しないで！

ということです。高校の 3 年間で、何か一つでいいから一生懸命に取り組んでみてください。そ

うしたら、やりたいこと・究めたいことが自然と沸き上がってくる。夢や目標って、そうやって

自分で育んでいけるものだと思います。 

最後に、中学卒業おめでとうございます。高校生活を全力で楽しんでくださいね！ 

 

 

関島サク子先生（駅前教室） 

卒業そして志望校合格おめでとうございます‼ 

暑い夏の日も寒い冬の日も頑張ってつばめ塾に通ってきましたね。 

家や学校等いろいろ事情があっても、一生懸命通うあなたの姿をいつもえらいなぁと思って見て

いました。 

これからは、自分の好きなことにたくさん取り組んで、あなたの良いところをどんどん伸ばし

て、すてきな大人になっていってくださいね。いつも自分の心からの声に従って。 

Follow your heart no matter what anyone says.（誰が何と言おうと、自分の気持ちに従い

なさい） 



武岡祐里先生（南大沢教室） 

南大沢教室のみなさん、卒業おめでとうございます。これから楽しいことや辛いこと、いろいろ

あると思いますが、それらをむだにせず、ひとつひとつの経験から学びを得て、よりすてきな自

分にレベルアップしていってください。 

 

 

福島菜月先生（駅前教室） 

みなさん、ご卒業おめでとうございます。異例の事態でなかなか友達と会えずに卒業してしまう

こととても残念だと思います…。けれど必ずまた会える日が来ることを信じて新学期も頑張って

ください！ 高校では、部活動や委員会、アルバイトと選択が広がります！ 大学生では、もっ

と多くの選択肢が広がります。責任も伴います。でもその青春を存分に楽しんでもらいたいなと

思います。 

 

 

藤田貴司先生（南大沢教室） 

卒業おめでとう！  

受験生として目標をもって 1 年間頑張ってきたと思います。この間、やりたいことも我慢したこ

ともあるでしょう。４月からそれぞれ新しい環境での生活が始まると思います。ぜひ、やりたい

ことを”とことん”やり尽くしてください。 

その中では大変なこともあるとは思いますが、何事も前向きにポジティブにとらえて、楽しんで

ください。 

人生には学校のテストのように”正解”はありません。自分の人生を一生懸命頑張り、楽しめた

か、世の中のために貢献できたかなどを求めることが大切だと思います。充実した学校生活を送

ってください。 

 

 

 

 



本田賢先生（南大沢教室） 

つばめ塾卒業生のみなさん、ご卒業、ご入学おめでとうございます。 

とは言っても、今は新型コロナウイルスのためほとんどの行事がキャンセルあるいは縮小となっ

てしまい、新しい高校生活もスタートできない異常な事態に戸惑い、不安に感じているのではと

気にかけています。 

今は終息に向けて「三密」を避け、手洗い・マスク着用を徹底して乗り切りましょう。 

その後には楽しい高校生活が待っています。受験勉強に一生懸命取り組んだみなさんには、それ

を満喫する資格があります。ぜひ、やりたいことを見つけて、充実した日々を過ごしてくださ

い！ 

 

 

松本頌平先生（南大沢教室） 

この度は高校ご入学おめでとうございます。 

高校生活で楽しみにしていることはありますか。 

中学より自由度が高いぶん、下手をするとなにもしないまま三年間が過ぎてしまいます。ですか

ら、何か一つ胸を張れるだけの努力を高校でもしてほしいと思います。 

例えば、将来の夢に向かって資格の勉強をする。質・量ともに充実したクラブ活動に力を注ぐ(も

ちろん帰宅部として課外活動に取り組むという選択も自由です)。 

新しいチャレンジは人間関係を広げてくれますし、物事に真剣に向き合った経験は、将来困難を

乗り越える糧となるでしょう。 

これから始まる三年間が楽しく充実したものであることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 



三原秀幸先生（駅前教室） 

まずは高校受験、本当にお疲れさまでした！ 

一生懸命に勉学に励む一人ひとりの姿を見るたびに、自分自身も頑張らないといけないなと鼓舞

されていました。また、高校へのご入学おめでとうございます。たった 3 年間しかない高校生活

ですが、勉強や部活、バイトなど多くのことを経験し、楽しい高校生活を送ってください。 

少しの時間でしたが、みなさんと出会えることができて本当によかったです！ご卒業おめでとう

ございます！ 

 

 

森田さち江先生（駅前教室） 

私の好きな言葉                                          

成功の秘訣は、ﾞ考えﾞ、ﾞ信じﾞ、ﾞ夢見てﾞ、ﾞ挑戦することである!!ﾞ ウォルト・ディズニー     

⭐  これはディズニーの創始者の言葉です。 

今年はコロナウイルスの影響で、卒業生のみなさんは卒業遠足が中止になり本当に残念でした

ね。 

この言葉はそれに変えてみなさんに贈ります。何があっても希望を持って生きて行きましょう。 

 

 

山崎尋先生（駅前教室） 

卒業おめでとうございます。そして、高校進学良かったですね！ 

毎週木曜日に、一緒に勉強するのが楽しみでした。 

そう言えば、3 月末、季節外れの雪が降りました。朝の雪がうっすら積もり、そしてすぐにとけ

ていきました。その様子を見ながら、「すぐに忘れてしまう」、「なかなかできるようにならな

い」という勉強中のみなさんの嘆きがよみがえりました。同時に、「そうだ、とけた雪は絶対無

駄にならない。地面に染みこんで生きものを育てる養分になる」と気づきました。勉強や勉強し

た経験は、みなさんの成長の糧になります。これからも焦らず、じっくりいろいろなことに取り

組んでいってください。 

 



渡部恭子先生（駅前教室） 

卒入学おめでとうございます。感染症の影響で予定ははっきりしませんがみなさんがこれから過

ごす 3 年があっという間に過ぎるのは確かです。ボーッとしていると「えっ！ もう次にする事

決めなきゃならないの?!」と言った状況にならないとも限りません、つまり既に次へのスタート

を切らなければならないと言う事です。受験を終え何となくゴール感に包まれているかもしれま

せんが決してゴールではないのです。常に自分のアンテナを ON にしてさまざまな事にチャレン

ジしてください。新しい事を知るのは素晴らしいと言った感性を磨きましょう。 

つばめでの 1 年間がみなさんを次への飛躍へと導く滑走路であったならうれしいかぎりです。    

Go for it !!! 



卒業生のきみたちへ 

～いつか誰かを温める存在に～ 

 

今年は、新型コロナウイルスの影響で、「卒業を祝う会」も中止になってしまって、大変

残念でした。事務局長の私は１月に入って、「祝う会ではどんな話をしようか？」と楽しみ

にしていました。だからここでは、当日話そうと思っていた内容を書こうと思います。 

 

--------------------------- 

いつかみんなに話したことがあったかもしれないけど、「どうして八王子つばめ塾を作っ

たのか」という話をしたいと思います。私は八王子の都営団地の貧しい家庭に育ちました。

父親はテレビドラマの制作スタッフでしたが、職人だったので、収入が不安定でした。母親

も内職で少し収入を得ている程度でした。年収にすると 150 万円程度の貧困家庭でした。

中学では塾に行かずに高校に進学できたのは良かったのですが、高校 2 年生の冬に大きな

壁が立ちはだかりました。世界史という社会の科目で学年 1 番を争っていた私は、大学に

進学したいと思いました。しかし、それを父に言ったところ、「ふざけるな！お前を大学に

行かせる金は 1 円もない。高校出たらすぐに働け!!」と言われました。しかし高校の世界史

教師になる夢を諦めきれなかった私は 2 回土下座をして許してもらい、母方の祖父母に学

費を出してもらうお願いをして、何とか進学の目途を立てました。アルバイト代から自分で

進研ゼミを取り、勉強に励みました。しかし 3 年生の 4 月に父から「今すぐ高校を辞めて

くれ。もう学費が払えない。」と言われ、仰天しました。当時の都立高校は今と違って月に

1 万 1 千円の学費を納める必要があったのです。慌てて翌日、担任に奨学金を申し出て、

国から毎月 1 万 2 千円を借りて、学費を払いました。 

わが家にお金のないエピソードの話をしたら、話しきれません。一番厳しかったのは大学

受験直前の 12 月でした。ふすま一枚隔てた向こうの部屋から両親の会話が聞こえてきまし

た。「おい、家に今いくらお金がある？」「800 円」「次の給料振り込まれるのっていつだっ

け？」「20 日後…」。もちろん銀行に貯金など一切ありません。この話を聞いた時に、頭の

中で何かがはじけ、そのまま家から飛び出していました。そこから 1 時間余りの記憶が全

くありません。たぶん近所の河原の堤防を走って帰ってきたのだと思いますが…。 



 

大学に合格して入学しても、教科書が 1 冊も買えなかったり、昨日初めて会って友達に

なった人にもう 1000 円を借りたり…。 

どんなに夢があり、なりたい職業があり、それなりの力があっても、お金がなければ勉強

できないんだ…と骨身に沁みてわかったのが大学進学の時でした。 

大学卒業後、4 年間の私立高校非常勤講師を経て、映像制作の仕事に就き、ビデオカメラ

マンをしていました。東日本大震災をきっかけにボランティアがしたくなり、つばめ塾を作

りました。今から 7 年半前のことです。設立から半年後に正社員の仕事を辞め、今では高校

や大学の非常勤講師、病院でアルバイトをしながら何とか暮らしています。 

 

さて、みなさんは、「糸」という曲をご存じでしょうか？ 中島みゆきさんが作詞作曲し、

たくさんのアーティストがカバーしているので、「縦の糸はあなた～横の糸はわたし～」と

いうフレーズを聞いたことがあると思います。 

私は中学生の時から中島みゆきさんのファンだったので、この曲をよく聴きますが、とて

も好きなのは 2 番の歌詞です。 

 

なぜ 生きてゆくのかを 迷った日の跡の ささくれ 

夢追いかけ走って ころんだ日の跡の ささくれ 

こんな糸が なんになるの 心許なくて ふるえてた風の中 

縦の糸はあなた 横の糸は私 

織りなす布は いつか誰かの 傷をかばうかもしれない 

 

みなさんも、いつか迷う日が来ると思います。夢が叶わなくて挫折する時もあるでしょ

う。友人、家族、恋人を信じられなくなる日も来るでしょう。 

しかし、そういう思いをした人だからこそ、他人の傷をかばえるのだと思います。つばめ

塾の塾生はみんな、人の傷をかばうことのできる人だと信じています。そのことを固く信じ

て、今日までつばめ塾を運営してきました。 

みなさんの中には、これまでにいろんな思いをしてきた人も多いと思います。私も中高生

のころにいろんな思いをしました。「どうしてうちにはこんなにお金がないのだろう」「お金

がない家庭は社会から見捨てられているのではないか…」「お金があったら簡単に大学進学



できたのに」「結局世の中はお金が全てじゃないか!!」。いろんな気持ちが渦巻いた 6 年間で

した。でも、「糸」の最後はこんな歌詞で終わっています。 

 

逢うべき糸に 出逢えることを 人は 仕合わせと呼びます 

 

私にとって、逢うべき糸は「無料塾」でした。インターネットで「無料塾」の存在を知っ

た時、感動で震えました。「世の中にはこんなに素晴らしいことをする人がいるんだ。自分

が貧しい家庭に育ったことと、教師をしていたことが完全に生かせる最高のボランティアじ

ゃないか!!」と。初めて見た瞬間の「無料塾への感動」。この気持ちは今も全く変わっていま

せん。 

つばめ塾を始めて、多くの生徒と出会うことができました。この 3 月末には、卒業生だ

けでも合計で 200 名を越えました。1 円の得にもならないことのために毎週熱心に来て、

教えてくれる素晴らしいボランティア講師もトータルで 200 名を越えます。こんなにも多

くの生徒、ボランティア講師に出会えて本当に幸せだと思っています。 

つばめ塾に命はかけてないし、家族も捨ててはいませんが、自分の人生はかけています。

「仕事」と「家族と過ごす」以外の時間はすべてつばめ塾に費やしています。でもこれがで

きる自分は幸せだと思っています。振り返ってみれば、私が貧困家庭に育った経験がなかっ

たとしたら、絶対につばめ塾は作らなかったと思うのです。だから両親には心から感謝して

います。父は、稼ぎの悪い人でしたが、少年野球のコーチを 25 年間もした人で、暑い日も

寒い日もグラウンドに立ち続けて子どもたちを育てていました。本当に尊敬できる人でした。

わが家の貧困で苦労はしましたが、恨んだことは一度もありません。 

 

最後に、みなさんに伝えたいのは、「してきた苦労は必ず役に立つ」ということです。今

までしてきた苦労、これからする苦労。それが「誰かの傷をかばう日」が必ず来ます。そし

て何の苦労もせずに育った人より、みなさんが「織りなす布」の方が何倍も温かいというこ

とは、疑いようもないことです。 

そんなみなさんを、ボランティア講師はもとより、つばめ塾の支援者の方、寄付者の方も

応援しています。「自分は人から応援されている存在なんだ」と心強く思って、これからの

生活に励んでください。 

 



みなさんの高校生活、大学生活が充実したものになるよう、つばめ塾の事務所からいつも

祈っています。 

 

認定 NPO 法人八王子つばめ塾 事務局長 小宮位之 
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